
 

 

 
2023 年６月 15 日 

パーソルダイバース株式会社 

 

【パーソルダイバース】後継者不足の養蚕業、障害のある社員が生産し
た 252 キロの繭を群馬県富岡市で初出荷 

～世界文化遺産のあるまち群馬県富岡市で後継者不足の養蚕業を障害のある社員が担い手に。 

障害特性を活かして良質な繭を選別、純国産の富岡シルクとして活用～ 

 
総合人材サービスのパーソルグループで障害者雇用支援事業を手掛けるパーソルダイバース株式会社（本

社：東京都港区、代表取締役社長：渡部 広和、以下パーソルダイバース）が運営するとみおか繭工房は、

2023年6月14日、障害のある社員が生産した252キロの繭を出荷したことをお知らせします。 

富岡市内で生産された繭は一般社団法人富岡シルク推進機構（群馬県富岡市）の厳正な品質検査を受け、純

国産の高品質な富岡シルクとして活用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■とみおか繭工房の概要 

とみおか繭工房は、高齢化が進み縮小を余儀なくされている群馬県の伝統ある養蚕業の活性化と、障害者の新

たな就労の場の創出を目指し、2017年群馬県富岡市で7名からスタート、2023年６月現在は57名の障害のあ

る社員が活躍しています。養蚕や桑園管理をはじめ、廃棄する桑の枝を活用した和紙づくり、座繰り製糸や機

織りなど手仕事を活かした「6次産業化」の事業も展開しています。 

地域の課題解決に取り組んだこれまでの経験とノウハウを活かし、多様な障害者の就労の場を拡大させること

を目的に、とみおか繭工房の2拠点目として2022年度にオープンしたMerci Cocon & Café（メルシー・ココン 

アンド カフェ）では、新たな職域となるキッチンやホール業務のほか、障害のある社員が制作したシルクアク

セサリーの販売などを行うショップも運営しています。 

 

■富岡シルクブランドについて 

富岡市内で生産された繭はJA甘楽富岡（群馬県富岡市）に集められ、生産者ごとに一般社団法人富岡シルク推

進機構の厳正な品質検査を受けています。富岡産として出荷された繭は、碓氷製糸株式会社（群馬県安中市）

で、日本最新鋭の世界最高ランク「6Ａ」繰糸機で生糸に加工、純国産の高品質な富岡シルクは生産履歴が明確

で作り手のこだわりや安心・安全への配慮が行き届いた製品として活用されています。 

 

 

蚕に桑を与える作業 繭出荷の様子 

 



 

 

■障害特性を活かし良質の繭のみを選別 

今回出荷した春蚕（はるご）と呼ばれる繭は、栄養豊富な桑の新芽を食して成長するため、1年の中でも最も良

質な繭とされています。 

とみおか繭工房では年間を通じて良質な繭の出荷を目指し、生産した繭は一つ一つ障害のある社員が目視で生

糸として使用できる良質な繭のみを選別しています。小さな繭や汚れた繭、2頭の蚕が一緒になってひとつの繭

を作る玉繭（たままゆ）などは生糸として使用できないため、細かい違いに気づくことが得意な社員を中心に

障害特性を活かし、これらの繭をていねいに選り分けることにより品質向上の維持に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■廃棄繭からシルク配合せっけんにアップサイクル 

小さな繭や汚れた繭、繭の表面を覆っている毛羽などは生糸として使用できないため、廃棄されてしまいま

す。これらの繭や毛羽の汚れを取り除き、当社が運営するきりゅうアート工房でシルクたんぱく成分を抽出、

石けんに配合して活用するアップサイクルの取り組みも新たにスタートしました。製造した石けんはパーソル

グループ各社のノベルティとして主に活用します。 

※関連ページ「きりゅうアート工房の開設」について 

https://persol-diverse.co.jp/news/9964/ 

 

■更なる品質向上に向けて人工飼料育の養蚕 

蚕は桑の葉を餌としているため、通常の養蚕では桑の葉が茂る5月から10月までと期間が限られています。 

より良質な繭の生産を目指すには養蚕に関わる機会を増やし、理解を深めることも大切だと考え、2022年度よ

り人工飼料育を活用した養蚕事業にも取り組んでいます。障害のある社員の成長機会の創出とともに、通年を

通した見学の受け入れ体制を整え、富岡市における養蚕事業の活性化に今後も貢献してまいります。 

 

■責任者のコメント とみおか繭工房 妙義 マネージャー 塩崎 誠 

とみおか繭工房の開所７期目となる今期も地域の皆さまのおかげで無事に繭を初出荷することができました。

企業で行う養蚕では、地元の養蚕農家さんのように、昼夜を問わずお蚕さまを中心とした養蚕を行うことは出

来かねる点もありますが、障害のある社員がそれぞれに持つ強みを活かした養蚕を行い、良質な繭を生産する

ことで今後も地域における養蚕振興へ貢献していきたいと思っております。今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒

よろしくお願い申し上げます。 

 

■障害のある社員のコメント 

私が入社してから5回目の養蚕です。お蚕さまが桑を食べずに眠る「眠」（みん）の期間が通常より長く今回は2

日も続いたため心配で、頻繁に様子を見に行きました。お蚕さまが桑を食べないと繭のサイズも小さくなって

しまうので、眠から覚めたお蚕さまに「たくさん食べて」と祈るような想いで桑を与え続けました。良質な繭

良質の繭を目視で選別する選繭（せんけん）作業 

 

最盛期には 1 日に約 1.5t の桑を採取 

  

https://persol-diverse.co.jp/news/9964/


 

 

を出荷するために、汚れた繭や形の悪い繭など集中力を絞り最後まで春蚕に向き合いました。工房へ来てくれ

たお蚕さまに感謝します。 

 

■パーソルダイバースについて＜https://persol-diverse.co.jp/＞ 

パーソルグループの特例子会社として、「障害者雇用を成功させる。そして、その先へ。」をミッションに、

障害者の多様なはたらき方とはたらく可能性の創出に取り組んでいます。グループ内外の企業や地域と連携し

た多様な業務受託サービスを展開するほか、国内最大級の求人・登録者数を持つ障害者のための転職・就職支

援サービス「dodaチャレンジ」、就労移行支援事業所「ミラトレ」「Neuro Dive」の運営や、企業の雇用課

題を支援する「障害者の人材紹介」「障害者雇用コンサルティング」などのサービスを提供しています。 

 

■「PERSOL（パーソル）」について＜https://www.persol-group.co.jp/＞ 

パーソルグループは、「はたらいて、笑おう。」をグループビジョンに、人材派遣サービス「テンプスタッ

フ」、転職サービス「doda」、ITアウトソーシングや設計開発など、人と組織にかかわる多様な事業を展開し

ています。グループの経営理念・サステナビリティ方針に沿って事業活動を推進することで、持続可能な社会

の実現とSDGsの達成に貢献していきます。 

 

問い合わせ先 

パーソルダイバース株式会社 広報窓口 

MAIL：inquiry@persol.co.jp 

https://www.persol-group.co.jp/
mailto:inquiry@persol.co.jp

